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　国際女性教育振興会から 50 日間、福祉、教育、消費、
女性問題の調査研究のため北欧の視察に５人で出かけま
した。その滞在中のある夕べ、日本初の女性大使、高橋
展子デンマーク大使から夕食にご招待いただきました。
　その席上、高橋大使が、日本車が燃やされている大き
な写真を掲載した新聞を見せてくださり、「それでもあな
たは日本車を買いますか、との大見出しで、日本から来
た旅行者が、『日本人は親を大切にしない、子供は非行
化している、政界では汚職が絶えないと話している。そ
んな人道的でない人の作った車が、いくら性能が優れ、
廉くてアフターサービスが良いからといってあなたは日本
車を買うのですか』と書いてあるのです」と残念そうに
言われました。そして、「ヨーロッパ各国にそれぞれ国産
車があり、日本車に押されて売れないので日本車を排斥
したいのです。そんな時、日本の旅行者が言った自国を
卑下する慎みの無い言葉をピックアップし、日本の経済
を脅かす火種にしたのです。ですから日本から一歩出た
ら誰もが外交官と思って行動も話題も慎まなければなら
ないのです」と優しいのですがきっぱりした口調で言わ
れた言葉が、強烈な印象となって私の脳裏に残りました。
　歳月は流れ、高橋展子大使は既に鬼籍に入られました。
私はこの北欧訪問の後、北京、そしてニューヨークでの
国連世界女性会議に高橋展子大使の言葉を胸に秘めて
参加しました。
国連世界女性会議で
　ニューヨークでの国連世界女性会議の席上、世界各国
から集まっている女性たちの前で、ある会の代表の方が
積極的に挙手して次のような発言をしました。「日本の
大方の男性は女性を人として認めていません。日本では
日常いたるところで女性蔑視が見られます」と。
　平和、発展、平等をスローガンとし、女性の地位向上
と差別撤廃を標榜している世界会議でのこの発言は日本
の印象を悪くしかねないと思った私はすぐに、「そういう
男性も一部にはいますが、大方の男性は女性を人とし、
同志として尊重しています。ですから日本での女性差別
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は次第に取り除かれ、女性の社会的地位は確実に向上し
つつあります」と弁護しました。
　フォーラム・デスカッションが終わり、コーヒータイム
の時、日本から来た 10 人余りの女性が自然に輪になり
ますと、先に発言した方が、「日本は本当におかしい国
なのよ、女性が男性の所有物のように男性の姓を名乗る
ことが当たり前なんですから」と言いましたので私は、「日
本では明治 31 年に夫婦同姓を制度化するまで歴史上た
だの一度も女性が男性の姓を名乗ったことはなかったわ
ね。天下を取った源頼朝の妻は北条政子、足利義政の
妻は日野富子で、女性に財産権も与えられてたし、戦国
時代でも武田信玄の母は大井家の娘で大井夫人…」と言
いますと、その方は、「朝顔に釣瓶取られてもらひ水、の
作者の千代など姓を名乗ってないでしょ」と私の言葉を
遮りましたので、「俳句は江戸時代に誕生したので、武
士、公家、神主、医者以外の人は姓を名乗れなかったの
で、句会に参加する誰もが俳句を楽しめるよう参加者は
姓を名乗らないことにしていたと聞いてるわ。江戸時代
は女性だけが姓を名乗れなかったのではなく、農業、工
業、商業を仕事にしている人は誰も姓を名乗れなかった
のだから女性差別とは違う別の問題よ」と高橋展子大使
の言葉を胸に私自分を鼓舞して言いました。
　もう過ぎ去った遠い日の些細な出来事ですが忘れられ
ません。
現代史を教えない授業
　先日、友人が、「地域で外国の人たちとの交流会を持っ
ているのだけど、この間イギリスの方と話していた時、『明
治の廃仏毀釈運動をあなたはどう思っていますか。また
あなたの周りに何かその影響が見られますか』と突然聞
かれて返事ができなかった。廃仏毀釈って言葉は知って
いたけどその内容について今まで知ろうとしたこともな
かったし…」と言いました。その時、半月ほど前にＩ大
学で、ある学会後の雑談で、話がたまたま歴史に触れた
時一人の方が、「先日、高校で日本史を教えている先生が、
現代史を教えるのはとても難しいので現代史に入る前に
年度が終るよう授業を組み立てていると言ってましたよ」
と言われたことを思い出しました。
　実際、今までの中学や高校の日本史の授業は古代か
ら始まって現代史に触れずに終わる傾向がありましたの
で、明治以降の歴史に疎い人がいるのです。
　その雑談の時、正式な商談はうまく行っていたのに、
気楽に食事を共にした人間的な交流の席上、優秀な日本
の商社マンの話題が乏しく、日本や自分の住んでいる地
域のことを知らなさ過ぎて、そのことが仕事に影響し、
商談が駄目になったことがあると聞きました。
　日本人が日本のことを聞かれて答えられないのを他国
の人は、この人との取引は駄目、と思うのでしょうか。
　その時、今は世界史が必修で日本史は必修でないとも
聞きました。日本史を全ての学生に教えないでよいと決
めた方々は、環境問題、教育問題、高齢化問題、労働問
題、女性問題、住宅問題、食糧問題など多くの問題を抱
えている日本の将来を真剣に案じているのでしょうか。
　友人が聞かれて答えられなかったと言った廃仏毀釈運
動ですが、神仏分離令を出した明治政府は、あれほど激
しい廃仏毀釈運動が起こるとは予測できてなかったはず
です。大衆は時として広い視野を持たず、体制に流され
熱狂する動きを見せる怖さを持っています。そのことを
神仏分離令を出した方は忘れていたのでしょう。
　６世紀に仏教が伝来すると日本固有の神の信仰と仏教
信仰とを融合調和し、日本の神は仏や菩薩が衆生を救う
ために姿を変えたものとした神仏混淆の文化を築きまし
た。
　それは神宮寺などという名称とか、神仏分離令が出る
まで例えば鶴岡八幡宮は、鶴岡八幡宮寺であったことな
どでも分かります。　
　そして国家神道を打ち立てようとした勢力が神仏分離
令を出し、廃仏毀釈運動が起こったのですが、神仏分離
令を出した方の、伝統文化の大切さを知らない知識の狭
小さ、事を成した時の影響への配慮の無さを省み、その
ような人々が決定権を持っていたことを悲しく思います。
勝者の歴史
　20 年余り前、オーストラリアに行って、ささやかな歴
史館に入った時、展示されている歴史が白人の入植から
始められていたことに驚き、原住民の方々がどうしてそ
のことを黙っているのか不思議に思いました。
　しかし、考えてみますと日本の歴史も四世紀半ばから
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始まる大和朝廷史が主です。
　高度な縄文文化をもって集団生活をしていた 5500 年
前の三内丸山遺跡をはじめ北海道、東北、九州、沖縄そ
の他全域、例えば近畿地方でさえ大和朝廷と関わりを持
つまでの長い年月の歴史は書かれていません。というこ
とはオーストラリアで見た歴史と大差ありません。
　このように勝者の歴史が大手を振って、分かっている
歴史さえ教えられてないのですから、少し日本のことを
詳しく調べてきた外国の方に歴史上の何かを聞かれて
も、特に歴史好きで自ら学んでいない限り、答えられな
くても仕方がないのかもしれません。
地域を知れば日本が分かる
　国府台の地域には、日本の歴史が大きく動く時、必ず
と言っていいほどその波紋が届いています。ですから国
府台の歴史を知れば日本の歴史の概略を知ることができ
ますので世界のどこへ行っても歴史に関しては安心して
話のできる人になれます。
　そこで人と楽しく話し、交流する要因の一つになるか
もしれないと一縷の望みを託し、国府台の略史をまとめ
てみました。
① 国府台の縄文弥生古墳時代
　千葉商科大学のある国府台の土地には１万 2000 年前
の遺跡があります。
　ところで国府台の地名ですが、優雅に空を舞う鴻の鳥
のいた台地でしたので鴻の台と呼ばれていました。
　かつてアフリカに行った時、大空を舞う鶴に似た鴻の
鳥を初めて見た私は、市川に、こんなにきれいな鳥が飛
んでいた時があったのかと感激したものです。
　京成国府台駅に近い富士を望める高台に建つ国
こ
府
う
神
社はもと鴻神社でした。４世紀半ばに、中央政権が地方
を従えるために派遣した日本武尊が大日川（江戸川）を
渡ろうとした時の水先案内をしてくれた鴻の鳥に感謝し
て、その嘴の骨を御神体として祀ったのが鴻神社、と伝
えられています。　
　国府台一帯は 645 年の大化の改新の後、大和朝廷の
勢力内に組み込まれ、やがて千葉県北部、東京都東部、埼
玉県東部、茨木県西部に渡る下総国の中心地として鴻の
台に国府が置かれました。そのため鴻の台は国府台に、
鴻神社は国府神社に表記が改められたと伝えられていま
す。
　また６世紀半ばの法皇塚古墳・６世紀後半から７世紀
前半の明戸古墳、眞間山弘法寺古墳、埴輪の出土してい
る丸山古墳など市川市内の古墳が国府台周辺に集中して
いて、朝廷とこの地の関わりを示唆しています。
② 国府台の古代
　奈良時代に編纂された日本最古の歌集・万葉集に真間
の井、真間の手児奈、真間の継橋他の歌が載っています。
　歌の中には大和の東漸勢力と原住民が今の真間山弘
法寺、千葉商科大学の敷地周辺で戦って原住民が敗れ
た悲しみを歌った歌が掲載されています。
　また武士が誕生した 10 世紀に、中央の圧政に対して
立ち上がった平将門は下総の国府に入っています。そし
てこの平将門の伝承が市川市内随所に残されています。
③ 国府台の中世
　世界初の庶民政治を確立した源頼朝は、治承４（1180）
年に旗揚げし、石橋山の戦いに敗れて房総に来、房総周
辺の有力武士たちに「目代を討て」と呼びかけてから市
川に来、留まっていました。
　当時、平家の派遣した目代とことごとく対立していた
千葉氏をはじめ関東の有力武士たちは、頼朝の呼びかけ
に応じ次々と馳せ参じましたので、頼朝は市川で幕府を
開く基礎を作ったといえるほどでした。
　源頼朝が「父となすべし」と言ったほど信頼していた
千葉常胤は下総国の守護に補任されました。
　また鎌倉期における我が国初の国難、蒙古襲来時の元
弘の板碑が中山の泰福寺に現存しています。　
　そして鎌倉期に起こった大乗仏教、曹洞宗、臨済宗、
浄土宗、法華宗の中の法華宗の開祖日蓮上人の歌碑が
真間の継橋のたもとに立っています。
④ 国府台の近世
　歴史上、関東で最大の戦いである天文７（1538）年と
永禄７（1564）年の国府台の戦いで、市川最古の寺院・
真間山弘法寺から千葉商科大学にかけて里見軍の本陣
が敷かれ、二度とも北条軍が里見軍を敗走させました。
　文明 11（1479）年に国府台城を築城した太田道灌は
江戸城も築城し居城としていました。その江戸城は天正
18（1590）年に徳川家康が造り替えました。その時、国府
台城は、江戸攻撃の拠点になりかねないこと、江戸城を
見下ろしていることを理由に徹底的に壊され、国府台城
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の石は江戸城の改築に使われたと伝えられています。
　徳川家康は曹洞宗の総寧寺を栃木県の大中寺、埼玉
県の龍穏寺と共に関東総録司に指定し、曹洞宗の全寺
院を統括させ、寺領 128 石余り、格式は 10 万石の大名
に相当する高さを与えました。
　江戸時代の初期には、幕府の奨励した儒学に対抗す
る形で武士以外の人々の中から国学が起こり、市川では
いち早く元禄９（1688）年に日本最古の万葉の碑が千葉
商科大学裏門近くに墓地のある鈴木長頼により、亀井院
と手児奈霊堂の入口、そして継橋の傍らに建てられてい
ます。
　幕末、市川でも戊辰戦争が戦われ、幕府の撒兵頭福
田道直が 3,200 人を率い慶応４（1868）年閏４月３日、
真間山、国分山を主戦場として官軍と戦い、官軍の勝利
に終わりました。
⑤ 国府台の近代
　明治政府は大名の城や屋敷と同じように総寧寺の広大
な寺領を没収し、明治８年に今の東京大学を国府台に建
てる計画を立てました。が、川を渡って来る不便さと、
当時、水は羅漢の井しかなく、大勢の学生に供しきれな
いとのことで、立ち消えになりました。
　そのため大学でなく、明治 10 年から陸軍の用地とし
て使われました。
　その後、西洋の国会議事堂の多くは大河のほとりにあ
るので国府台に国会議事堂を建てようとの案が出たそう
ですが、実行されず、明治 19 年に陸軍の教導団が移っ
てきました。
　このことからも国府台が関東屈指の一等地であること
が分かります。
　国府台には明治 19 年に陸軍の教導団が移ってきまし
た。そして明治 27・８年の日清戦争、37・８年の日露戦
争に国府台の軍隊は戦場に送られています。
　大正 11 年には野戦重砲兵第一連隊が今の千葉商科大
学の地に移転してきました。
　第二次世界大戦が４年に渡って戦われ原爆投下、主
な都市炎上といった惨状の日本は昭和 20 年、ポツダム
宣言を受け入れ、無条件降伏をし、軍隊は解散しました。
　そのため陸軍の跡地に千葉商科大学や和洋女子大学、
東京医科歯科大学、市川市立一中や国府台病院、里見
公園、国府台スポーツセンター、市民体育館等公共の建
物が建てられ現在に及んでいます。また軍人の町だった
市川の面影を残す唯一の貴重なフランス積み赤レンガの
建物も現存しています。
おわりに
　今年創立 90 周年を迎えた千葉商科大学では、学生が
地域を深く知るための努力を重ね、多方面での地域貢
献を計り、大いに感謝されています。さらに今年は千葉
商科大学でアジア学生交流会議が開かれるとのことです
が、そのメインの会議はもちろん、会議以外のところで、
さらに機会があればアジアの学生のみならず諸外国の
人々と人間的な交流を持つことで、海外に友を得、グロー
バルな活動の基礎が作られることを期待します。
　そして、そのような諸交流の場で何を話し、何を話し
てはいけないかの良識を得るためには平生、学問や知識
を身に付け、心の豊かさや物事への理解力、社会人とし
て必要な広い知識、即ち教養を身に付けることが必要で
す。もちろん教養を身に付けようとの心がけさえあれば、
知らないことは誰からでも教えを受けようとする謙虚な
態度をとることができ、誰からも好感を持たれ、人とし
て受け入れられること必定のはずです。
　現在、東南アジア諸国は産業の高度化と、所得増大に
向かって素晴らしい変貌を遂げつつあります。また世界
各国の経済状況は、それぞれが抱えている課題が様々で
政治、経済、社会の混迷は今後も続いていくと思われま
す。
　このような時、広い分野にわたるまとまりのない知識
である雑学を身に付け、社会を支える一人として活動し
ていくために誰とでも親しく交流し、話せるようにして
おくことが必要で、その雑学の一つに地域の歴史を知る
ことを加えてほしいと願って国府台の略史をまとめてみ
ました。
　そして一人でも多くの人が安心して暮らせ、生き甲斐
を持てる住みよい世の中が招来されますようにとの願い
を持って人と交流していく時に、高橋展子大使の「日本
を一歩出たらみんな外交官」という言葉を今の国情に合
わせ、海外はもちろんのこと、国内にいても日本人はみ
んな外交官との思いをもって日常を送っていただきたい
と願っています。
